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8 月の水温調査          

  

8 月の暑い中、真夏の金目川水系の水温調査の結果がまとま

りましたのでお知らせいたします。何年も川を見ていると微妙

に変化していることがわかります。近くの川を直視して新しい

発見をしましょう。アユが堰堤で飛び跳ねている様子を見て感

動しました。何度も何度も飛び越えようとしていました。 

 



５年継続の 6月における 

ＣＯＤ調査の報告     
  

金目川水系流域ネットワークの 19 人の仲間が流域の 54 橋地点で調査を行いました。上流は水が澄んでいる、 

下流にいくほど濁っていた。下流にいくほど都市化になり、私たちが生活していくうえで川を汚しているようです。 

 

2018 年６月 金目川水系流域の状況 

１、上流はＣＯＤが 0 から 2 である、中流はＣＯＤが２から 3 である、下流は 4 以上である。 

２、ＣＯＤ調査は、水の汚れを表す指標の一、水中の有機物を酸化剤によって酸化するのに消費される酸素量です。 

水 1ℓあたりのミリグラム数で表す。単位は㏙。数値が高いほど水中の汚濁物質が多いことを示します。 

化学的酸素要求量。 

               

  

 

 川のよごれは、自然の中で流れていくうちに川の中の生き物、バクテリア・ハミーバなど目に見えないような

小さい微生物などによって分解されてきれいになっていきます。川の自浄作用です。川が心無い人達によってゴ

ミが捨てられて、川が汚れてしまったときに、底泥浚渫（ていでいしゅんせつ）を国土交通省が行っています。

大きな水槽に 15 ㎝位の石を並べて、川の水を通して、石に住み着いた微生物の生き物によって分解、食べさせ

て浄化する自浄作用を応用した方法です。また、川に汚いものを流した結果、チッソ、リンなどのよごれの原因

となる栄養塩類が川底たまってしまって、その物質が溶けだして、川や湖を汚しているときは、その泥を浚渫船

や重機で掘って川を汚れないようにする方法です。水際に生えている植物ヨシが密集している中を水を通して、

植物の汚れの原因となる「チッソ」「リン」を吸収（チッソ、リンは植物が成長するための必要な栄養素です）

ヨシ以外ではセリやクウシンサイなどの食用野菜を水耕栽培して水をきれいにする取り組みがあります。 
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金
目
川
の
鮎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
尾
貴
一 

最
近
は
環
境
に
関
心
の
高
い
市
民
の
方
々
、
行

政
の
尽
力
に
よ
り
金
目
川
の
水
は
一
部
の
支
流

を
除
い
て
綺
麗
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

鮎
は
秋
の
終
わ
り
か
ら
初
冬
に
か
け
て
河
口

近
く
で
産
卵
し
て
一
生
を
終
る
。
孵
化
し
た
幼
魚

は
海
に
下
り
、
相
模
湾
内
で
冬
を
過
ご
し
春
に
な

っ
て
遡
上
を
始
め
ま
す
。 

 

遡
上
す
る
に
従
い
、
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
川
の
中
で
は
天
然
の
石
に
付
着
す
る
苔
を
食

べ
て
い
ま
す
。 

過
去
の
金
目
川
に
つ
い
て
、
８０
才
以
上
の
古
老

の
記
憶
で
は
60
年
以
上
前
の
金
目
川
に
は
2018
年

現
在
の
鮎
よ
り
も
多
く
の
鮎
と
今
よ
り
は
る
か

に
大
型
の
鮎
が
い
た
と
の
こ
と
。
ま
た
川
の
水
量

も
現
在
の
4
倍
以
上
あ
っ
た
と
の
事
で
す
。 

４０
年
～
１０
年
前
の
金
目
川
は
汚
染
さ
れ
、
悪
臭

が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
魚
は
殆
ど
い
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
堰
が

今
で
も
魚
の
遡
上
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。 

近
年
、
金
目
川
で
は
鮎
は
あ
る
程
度
戻
っ
て
き

ま
し
た
が
、
2018
年
8
月
現
在
で
も
絶
滅
危
惧
種

（
ア
ユ
カ
ケ
、
カ
ジ
カ
等
）
、
準
絶
滅
危
惧
種
（
カ

マ
ツ
カ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
ウ
グ
イ
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ

ョ
ウ
等
）
と
定
義
さ
れ
未
だ
に
個
体
数
が
減
少
し

た
ま
ま
の
状
況
で
す
。 

金
目
川
の
水
は
綺
麗
に
な
っ
て
も
、
い
ま
だ
に

多
く
の
絶
滅
危
惧
種
、
準
絶
滅
危
惧
種
が
存
在
す

る
事
は
水
以
外
の
要
素
で
破
壊
さ
れ
た
環
境
が

も
と
に
は
戻
っ
て
い
な
い
、
ま
た
元
の
自
然
を
取

り
戻
す
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
事
の
証
明
で
す
。 

昨
年
は
５
・
6
・
７
月
に
雨
が
少
な
い
状
況
で

し
た
が
、
今
年
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
適
量
の
雨

が
あ
り
鮎
他
の
遡
上
魚
に
は
良
い
状
況
で
し
た
。 

こ
の
様
な
状
況
下
、
鮎
は
昨
年
よ
り
多
く
遡
上
し

て
い
ま
す
。 

 

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
今
年
の
夏
は
異
常
な

暑
さ
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
７-

８
月
は
観
音
橋

付
近
で
金
目
川
の
水
温
が
３０
℃
位
ま
で
上
昇
し

て
鮎
た
ち
は
湧
水
の
あ
る
場
所
に
避
難
し
て
い

ま
し
た
。
湧
水
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
鮎
が
中
流
域

で
も
生
き
な
が
ら
え
た
状
況
で
し
た
。 

鮎
た
ち
は
秋
の
終
わ
り
か
ら
初
冬
に
か
け
て

徐
々
に
川
を
下
り
、
河
口
近
く
で
産
卵
し
て
一
生

を
終
え
ま
す
。
鮎
は
原
則
と
し
て
1
年
し
か
生
き

て
い
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
最
近
は
金
目
川
で
釣
り
人
、
水
遊
び
を

す
る
子
供
達
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。 



 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

－３－ 

自
然
を
大
切
に
し
た
い
人
へ
の 

波
紋 

ひ
ろ
が
り 

 
 

柳
川
三
郎 

 
 想

像
を
超
え
た
夏
の
暑
さ
の
中
、
金
目
観
音
堂
の
前
で
、
湘
南
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の

記
者
と
向
き
合
っ
て
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
喜
び
を
タ
ラ
タ
ラ
流
れ
る
汗
を
、

も
の
と
も
し
な
い
で
金
目
川
の
魚
類
の
本
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

記
事
が
一
面
の
ト
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
た
う
れ
し
さ
は
格
別
で
し
た
。
す
ぐ
に
読

者
か
ら
電
話
が
鳴
り
本
を
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、
私
は
早
い
電
話
の
そ
の
人
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。  

そ
の
人
の
声
は
弾
ん
で
い
る
こ
と
に
、
ま
た
ま
た
、
感
激
し
た
次
第
で
す
。
そ
し

て
、
お
会
い
し
て
、
本
を
手
渡
し
ま
し
た
。
な
ん
と
、
そ
の
よ
う
な
、
人
が
20
人
を

超
え
ま
し
た
。 

中
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
、藤
沢
か
ら
や
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
一
様
に
皆
さ
ん
か

ら
自
然
が
好
き
と
の
こ
と
や
、
金
目
川
に
家
族
で
来
て
川
の
生
き
物
が
大
好
な

人
で
し
た
。
私
は
多
く
の
自
然
を
愛
す
る
人
た
ち
へ
響
き
あ
え
た
よ
う
で
、
大
き

な
喜
び
で
し
た
。 

こ
こ
に
至
る
ま
で
、
お
お
ぜ
い
の
人
た
ち
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
、
感
謝
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
さ
ら
に
、
ま
た
、
今
回
の
事
で
メ
デ
ィ
ア
の
偉
大
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。 努

力
す
れ
ば
、
一
人
で
も
心
か
ら
、
向
き
合
っ
て
く
れ
る
人
が
お
ら
れ
る
と
の

確
信
は
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。  

 
 
 
 
 
 

 
 

文責 柳川三郎  

マップ 佐藤道夫 

 

  

      

丹
沢
大
山
を
源
流
に
湘
南
地
域
を
流
れ
、
相
模
湾
に
注
ぐ
金

目
川
（
か
な
め
が
わ
）
水
系
。 

“
湘
南
里
川
（
さ
と
か
わ
）
づ
く
り
”
と
は
、
湘
南
地
域
の
ふ

る
さ
と
の
川
で
あ
る
金
目
川
水
系
の
河
川
等
を
地
域
の
貴
重
な

財
産
と
し
て
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
市
民
（
湘
南
里
川
見
守
り
隊
）
と
行
政
の
協
働
に
よ
り

清
掃
、
草
刈
、
植
栽
、
生
き
物
観
察
会
な
ど
河
川
等
の
保
全
・

活
用
に
取
り
組
む
活
動
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
「
湘
南
里
川
づ
く
り
」
を
流
域
全
体
に
広
げ
て
い
く
た

め
、
市
民
と
行
政
と
が
連
携
し
、
設
立
さ
れ
た
「
湘
南
里
川
づ

く
り
み
ん
な
の
会
」。 

「
湘
南
里
川
づ
く
り
み
ん
な
の
会
」
で
は
、
現
在
、「
湘
南
里

川
見
守
り
隊
」
の
会
員
を
募
集
中
で
す
。 

み
ん
な
で
、
活
動
情
報
を
交
換
し
た
り
、
金
目
川
水
系
の
理

想
像
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？ 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

 
「湘南里川づくり」取組みのご紹介 

里川づくり 検索 

湘南里川づくりに一緒に取り組む「湘

南里川見守り隊」を募集しています。

詳細は、ホームページで！ 

  問合せ先 

 湘南里川づくりみんなの会事務局 
  神奈川県湘南地域県政総合センター企画調整課 
  電話 （0463）22-2711（内線 211１～３） 
  ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス 
http://www.satokawa.com/ 

＜発行＞ 金目川水系流域ネットワーク 平塚市南金目 722-2  TEL&FAX  0463-59-2000  柳川三郎 

 

－４－ 

写真は平成 29年度の「秦野市市民の日」に出展し、 

会の活動を PRした際の様子です。 


